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あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　

家
庭
や
地
域
、
学
校
教
育
や
生
涯
学
習
の
分
野
で
は
、
公
民
館
、
男

女
共
同
参
画
さ
わ
や
か
サ
ロ
ン（
草
加
市
文
化
会
館
図
書
資
料
室
）等
で
、

各
種
講
演
会
、
講
座
、
展
示
会
な
ど
を
開
催
し
、
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
意
識
啓
発
を
進
め
ま
し
た
。

　

政
策
・
方
針
決
定
の
分
野
で
は
、
草
加
市
役
所
の
管
理
職
に
占
め
る

女
性
の
割
合
は
25
・
８
％
で
前
年
度
よ
り
０
・
７
％
高
く
な
り
、
審
議

会
等
に
お
け
る
女
性
委
員
の
割
合
も
30
・
３
％
と
前
年
度
よ
り
１
・
２
％

高
く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
女
性
学
習
グ
ル
ー
プ
・
団
体
等
と
の
連
携
、
学
習
機
会
提
供

な
ど
に
よ
り
指
導
者
養
成
、
団
体
活
動
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

 

生
涯
を
通
じ
た
女
性
の
健
康
の
確
保

　

女
性
の
健
康
に
つ
い
て
が
ん
検
診
等
を
行
う
と
と
も
に
、
学
校
に
お

け
る
性
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。ま
た
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
や
性
感
染
症
予
防
、

薬
物
乱
用
防
止
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
や
希
望
者
に
対
す
る
妊
婦
健
康

診
査
の
時
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
10
月
に
は
、
２
年
７
か
月
休
止
し
て
い
た
市
立
病
院
産
科

部
門
を
再
開
し
、
小
児
救
急
医
療
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
診
療
体
制
の

充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
妊
婦
や
女
性
限
定
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
た
女
性
の
健
康
づ
く
り
も
進
め
ま
し
た
。

 

多
様
な
選
択
を
可
能
に
す
る
環
境
づ
く
り

　

家
族
形
態
の
変
化
に
対
応
し
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に

育
児
・
子
育
て
相
談
や
延
長
保
育
・
低
年
齢
児
保
育
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
放
課
後
児
童
対
策
の
推
進
に
よ
る
共
働
き
家
庭
の
支
援
、
遊

び
場
や
公
園
な
ど
の
環
境
整
備
を
進
め
ま
し
た
。

　

在
宅
の
高
年
者
や
障
が
い
者
の
日
常
生
活
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
、

市
内
３
か
所
で
い
き
い
き
元
気
サ
ロ
ン
を
実
施
す
る
ほ
か
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
特
定
高
年
者
の

通
所
事
業
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
日
常
生
活
用
具
の
給
付
等
を
行
う
と
と

も
に
、
障
が
い
者
を
対
象
に
福
祉
電
話
の
貸
与
、
免
許
取
得
や
自
動
車

の
改
造
へ
の
補
助
等
の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

 

働
く
場
で
の
男
女
共
同
参
画
の
推
進 

　

女
性
の
自
己
実
現
を
支
援
す
る
た
め
、
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
や
労
働

学
院
の
開
催
、
国
や
県
が
行
う
起
業
家
育
成
に
関
す
る
講
座
等
の
情
報

を
勤
労
福
祉
会
館
や
各
公
共
施
設
を
通
し
て
提
供
し
ま
し
た
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、
労
働
講
座
の
開

催
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
啓
発
チ
ラ
シ
配
布
、
女
子
差
別
撤
廃
条

約
の
パ
ネ
ル
展
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
34
歳
以
下
の
再
就
職
希
望
者
の
就
労
を
支
援
す
る
た
め
、「
総

合
的
職
業
相
談
事
業
」
等
を
開
催
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
市
内
の

公
共
施
設
に
毎
週
最
新
の
求
人
情
報
を
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て

や
介
護
等
の
理
由
で
家
庭
内
で
の
仕
事
を
希
望
す
る
人
の
た
め
の
内
職

相
談
を
行
い
ま
し
た
。

 

女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶

　

獨
協
大
学
新
入
生
を
対
象
と
す
る
全
学
総
合
講
座
で
男
女
共
同
参
画

の
講
義
を
行
い
、
女
性
へ
の
暴
力
根
絶
の
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

　

草
加
市
文
化
会
館
の
「
男
女
共
同
参
画
さ
わ
や
か
サ
ロ
ン
」
で
実
施

し
て
い
る
女
性
の
生
き
方
な
ん
で
も
相
談
を
は
じ
め
、
人
権
擁
護
委
員

に
よ
る
人
権
相
談
、
い
き
い
き
市
民
相
談
、
生
涯
学
習
や
学
校
教
育
に

お
け
る
人
権
教
育
の
充
実
を
目
指
す
取
り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。

　

夫
に
よ
る
妻
へ
の
暴
力
な
ど
、
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
）
の
被
害
者
を
救
済
し
生
活
支
援
を
進
め
る
た
め
に
、
警
察
や
保

健
所
、
児
童
相
談
所
、
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
、
教
育
事
務
所
、
近

隣
市
町
と
の
Ｄ
Ｖ
対
策
連
絡
協
議
会
に
参
加
し
、
効
果
的
な
Ｄ
Ｖ
対
策

の
推
進
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
緊
急
な
対
応
が
必
要
な
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
た
め
に
、
関
係
課
や

警
察
、
埼
玉
県
と
の
連
携
に
よ
り
相
談
や
一
時
保
護
を
行
い
ま
し
た
。 

 

計
画
の
推
進

　

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て
草
加
市
役
所
新
規
採
用
職
員
を
対

象
に
研
修
を
実
施
し
、
職
員
へ
の
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。
男
女
共
同
参

画
さ
わ
や
か
サ
ロ
ン
を
男
女
共
同
参
画
活
動
の
拠
点
と
し
て
位
置
付
け
、

情
報
の
収
集
や
発
信
、
図
書
や
ビ
デ
オ
の
貸
し
出
し
、
啓
発
活
動
の
充

実
に
努
め
ま
し
た
。

　

地
域
や
職
場
を
は
じ
め
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
女
性
が
増
え
て
い
ま
す
。
８
月
に
北
京
で
開
催
さ
れ

た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
そ
の
後
開
催
さ
れ
た
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
、
女
性
の
活
躍
が
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
女
性
に
よ
る
起
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
立
ち
上
げ
な
ど
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

草
加
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
４
次
に
わ
た
り
女
性
行
動
計
画
や
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
男
女
が

共
に
支
え
合
い
、
個
性
を
発
揮
し
て
多
様
な
行
き
方
を
選
択
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
現
在
進
め
て
い
る
「
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
２
０
０
６
」
に
つ
い
て
、
平
成
19
年
度
の
主
な

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　「自分らしく生きたい」と願うあなたへ。
　性別、国籍、考え方…　一人ひとりの
個性はさまざま。
　私たちは「全ての人が性別にかかわり
なく社会の対等な構成員としてあらゆる
分野における活動に自らの意思によって
参画する機会が確保され、それにより均
等に政治的、経済的、社会的、文化的利
益を享受することができ、かつ、共に責
任を担う社会をつくる」（草加市くらしを
支えあう男女共同参画社会づくり条例）
ことを目指して
います。
　誰もがいきい
きと過ごせる男
女共同参画社会
に向けて、皆さ
んも一緒に考え
てみませんか。

くらしを支えあう
男女共同参画社会の実現をめざして
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「
草
加
・
元
気
っ
子
ク
ラ
ブ
」
の
代
表
、
小
池
さ
ん
の
取
材
に
伺
っ
た
先
は
草

加
西
高
校
。
小
池
さ
ん
は
、
高
校
の
先
生
で
す
。

　
「
草
加
市
の
学
童
保
育
は
、
昭
和
43
年
松
原
団
地
集
会
所
で
の
自
主
保
育
が
始

ま
り
で
す
。
親
が
集
ま
り
自
主
的
な
運
営
の
中
で
共
同
の
学
童
保
育
室
を
作
っ

て
き
ま
し
た
。
市
に
働
き
か
け
、
学
校
の
空
き
教
室
を
貸
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
も
、
運
営
資
金
確
保
の
た
め
日
曜
日
に
廃
品
回
収
や
バ
ザ
ー
を

行
い
、
こ
れ
が
親
同
士
、
そ
し
て
子
ど
も
同
士
の
つ
な
が
り
を
強
く
し
、
子
ど

も
た
ち
の
成
長
に
よ
い
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
男
も
女
も
立
場
は
違
っ
て
も
共

に
子
ど
も
を
育
て
、
共
に
成
長
し
、
地
域
と
つ
な
が
り
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が

る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
」
と
小
池
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

　

平
成
15
年
10
月
、
草
加
市
共
同
学
童
の
統
一
運
営
に
向
け
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
草

加
・元
気
っ
子
ク
ラ
ブ
」を
設
立
。小
池
さ
ん
は
代
表
に
就
任
し
ま
し
た
。現
在
は
、

市
内
17
の
児
童
ク
ラ
ブ
を
運
営
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
ク
ラ
ブ

の
父
母
は
、
元
気
っ
子
ク
ラ
ブ
の

経
営
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
『
助
け
あ
い　

育
て
あ
い　

学

び
あ
い
。
あ
い
（
愛
）
で
育
め

元
気
な
子
ど
も
』
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
、
親
と
指
導
員
が
手
を
つ
な

ぎ
、
子
育
て
を
行
い
、
共
に
学
び
成
長

す
る
。
困
難
を
抱
え
て
い
る
親
と
子
の

こ
と
を
み
ん
な
で
考
え
、
助
け
合
い
、

成
長
し
合
い
、
協
力
し
な
が
ら
安
心
し

て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
の
が
基
本
的

な
活
動
方
針
。
学
童
保
育
の
合
同
運
動

会
、
各
児
童
ク
ラ
ブ
ま
つ
り
も
行
っ
て

お
り
、
年
々
盛
大
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。　

　
「
草
加
・
元
気
っ
子
ク
ラ
ブ
」
が
今
目
指
し
て
い
る
の
は
、「
人
づ
く
り
、
ま

ち
づ
く
り
、
暮
ら
し
づ
く
り
の
お
手
伝
い
」。
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
、

他
の
団
体
と
も
協
力
、
交
流
し
て
地
域
の
子
ど
も
達
み
ん
な
が
安
全
で
健
や
か

に
成
長
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
そ
う
で
す
。

　
「
草
加
市
を
大
き
な
村
、
大
き
な
家
族
と
考
え
、
地
域
に
貢
献
す
る
子
育
て

の
拠
点
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
後
継
者
の
育
成
も
行
っ
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
語
る
小
池
さ
ん
。
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
は
、「
草
加
・
元
気
っ
子
ク

ラ
ブ
」
を
始
め
、
多
く
の
人
達
の
熱
い
思
い
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

�

（
聞
き
手
Ｓ
・
Ｔ
）

草加・元気っ子クラブ
代表理事 小池 奈津夫さん

事務局 〒340-0017 吉町5-10-31-E1
Tel 048-924-8722／Fax 048-924-8723

草加市には「男女共同参画社会づくり」に取り組んでいるNPO法人が３団体あります。
それぞれの代表者の方々に活動内容や男女共同参画に対する考えについて話を聞いてきました♪

男女共同参画分野で活動するNPO法人を紹介します！

　男性も女性も平等に尊重され、家庭や地域、職場
など社会のさまざまな場面でともに支えあいなが
ら、個性と能力を発揮できる社会。国では、平
成11年に「男女共同参画社会基本法」を施行。草
加市では、平成16年に「草加市くらしを支えあ
う男女共同参画社会づくり条例」を施行し、平成
18年に「草加市男女共同参画プラン2006」を策定
しました。

男女共同
参画社会って？

NPOは「Non＝非」「Profit＝利益」「Organization＝組
織」の頭文字をとった略語。営利を目的とせず、社会
貢献活動を行う民間の組織（団体）で、NPO法に基づ
き法人格をもった団体をNPO法人といいます。「まち
づくり」「男女共同参画」等、17項目の活動分野から

選択し、その目的を達成するために事業を行っています。
草加市では、平成20年9月1日現在、35団体のNPO法人

があります。活動分野は「保健・医療・福祉」が最も多く25団体、
ついで「まちづくり」22団体、「子どもの健全育成」21団体、「社会教
育」20団体となっています。

NPO
法人って？

あ い（愛） で 育 む 地 域 づ く り

　
「
地
域
の
お
年
寄
り
と
子
ど
も
達
が
元
気
に
集
え
る
場
所
を
」
と
の
願
い
か

ら
６
年
前
に
開
い
た
家
庭
保
育
室
が
「
ひ
ろ
ば
・
せ
ん
ち
ゃ
ま
」
の
始
ま
り
。

　
「
保
育
室
を
利
用
す
る
若
い
夫
婦
は
、
家
事
・
子
育
て
を
自
然
に
楽
し
み
な

が
ら
や
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
ね
。
保
育
者
や
他
の
家
族
と
の
何
気
な
い

会
話
か
ら
父
親
達
も
家
事
や
子
育
て
の
コ
ツ
を
学
び
、
実
生
活
に
活
か
し
て
い

ま
す
よ
。
せ
ん
ち
ゃ
ま
に
子
ど
も
を
預
け
る
人
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
誰
も
が

気
軽
に
集
え
る
場
所
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と
、
当
時
か
ら
保
育
者
と

し
て
子
ど
も
達
を
見
守
っ
て
い
る
理
事
の
神
谷
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

　

お
年
寄
り
を
対
象
と
し
た
お
食
事
会
や
保
育
室
横
の
あ
じ
さ
い
公
園
で
の

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
等
、
地
域
の
人
が
自
由
に
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
も

開
催
し
て
い
ま
す
。
９
月
13
日
㈯
の
夕
方
に
同
公
園
で
開
か
れ
た
お
月
見
会
に

お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
が
、
近
所

の
人
や
親
子
が
大
勢
集
い
大

盛
況
。
活
動
の
成
果
が
し
っ
か

り
と
地
域
に
根
付
い
て
い
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　
「
ひ
ろ
ば
・
せ
ん
ち
ゃ
ま
」

代
表
の
山
川
さ
ん
は
、「
社
会

は
シ
ン
プ
ル
に
男
性
と
女
性

か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
と
は
、
で
き

る
時
に
で
き
る
人
が
で
き
る

こ
と
を
や
る
、
と
い
う
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
子
育
て
や

地
域
活
動
を
女
性
が
引
っ

張
っ
て
い
る
中
、
男
性
は
で

き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
で

も
加
わ
っ
て
い
け
れ
ば
よ
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
参
加
・
協
力
者
が
増
え
、
近

所
同
士
の
関
わ
り
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
だ
け
で
な
く
地
域
の
防
犯

対
策
や
、
災
害
等
非
常
時
の
た
め
に
も
有
効
な
の
で
は
」
と
、
自
然
な
口
調

で
語
り
ま
す
。

　
「
ひ
ろ
ば
・
せ
ん
ち
ゃ
ま
」
を
通
じ
て
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
人
や
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
広
ま
り
・
深
め
ら
れ
る
。
こ
の
積
み
重
ね
が

「
誰
も
が
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
」
に
し
っ
か
り
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
。�

（
聞
き
手
I
・
Ｈ
）

ひろば・せんちゃま
代表理事 山川 真也さん

事務局 〒340-0012 神明1-3-47
Tel 048-928-0571／Fax 048-928-0571

地域のつながり　広め・深めよう

代表理事の小池さん

合同運動会の様子

代表理事の山川さん

あじさい公園で行われた「お月見会」の様子
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「
男
女
共
同
参
画
」
を
目
的
に
掲
げ
、「
誰
に
も
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
活
動
す
る
「
み
ん
な
の
ま
ち　

草
の

根
ネ
ッ
ト
の
会
」。
法
人
の
設
立
は
平
成
14
年
8
月
だ
が
、
活
動

を
始
め
た
の
は
平
成
８
年
３
月
と
既
に
一
昔
を
超
え
る
。

　

現
在
、
登
録
会
員
数
７
７
１
名
。
会
員
は
自
分
が
実
現
し
た

い
課
題
を
持
っ
て
活
動
に
参
加
。
会
は
そ
の
解
決
に
向
け
て
助

成
と
応
援
に
力
を
尽
く
す
。
個
々
の
会
員
が
持
つ
課
題
を
か
ら

み
合
わ
せ
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
ゆ
く
、
こ

れ
が
草
の
根
ネ
ッ
ト
の
基
本
パ
ワ
ー
。
し
か
し
、
組
織
全
体
は
非

常
に
緩
や
か
で
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
ネ
ッ
ト
で
構
成
さ
れ
、
よ
く
あ

り
が
ち
な
組
織
の
硬
直
化
、
人
の
序
列
化
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

　

宮
本
会
長
の
話
。「
市
民
・
団
体
の
思
い
を
つ
な
げ
て
課
題
解

決
に
む
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
連

携
し
一
人
ひ
と
り
の
思
い
を
大
切
に
、〈
個
〉
に
注
目
し
、そ
の
〈
要

求
度
〉
に
応
じ
て
根
っ
こ
の
部
分
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
役
目
を
し

て
い
ま
す
」

　

会
は
、
①
男
女
共

生
②
地
域
づ
く
り
③

国
際
化
④
子
育
て
⑤

高
齢
者
⑥
障
が
い
者

⑦
調
査
・
研
究
、
と

課
題
別
に
７
つ
の
部

門
（
パ
ー
シ
ャ
ル
）

で
構
成
。
課
題
解

決
実
現
の
一
例
と
し

て
、
男
女
共
生
パ
ー

シ
ャ
ル
で
は
、
年
４

回「
男
の
料
理
教
室
」

を
開
い
て
い
る
。
慣

れ
な
い
包
丁
と
食

材
を
前
に
戸
惑
う

男
性
は
多
い
も
の

の
、
な
か
な
か
の
盛

況
。
ま
た
、
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
講
座
や
介
護
保
険
・
成
年

後
見
制
度
の
普
及
と
啓
発
を
図
る
講
座
な
ど
も
開
催
し
て
き
た
。

　

会
員
の
登
録
方
法
も
ユ
ニ
ー
ク
。
一
人
ひ
と
り
の
参
加
意
思
を

最
大
限
に
尊
重
す
る
た
め
に
、
会
の
活
動
に
携
わ
る
度
合
い
に

応
じ
て
３
段
階
の
登
録
方
法
が
選
べ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
が
評
価
さ
れ
平
成
18
年
度
に
は
、
男
女
共

同
参
画
社
会
の
推
進
に
功
績
の
あ
っ
た
団
体
と
し
て
埼
玉
県
か

ら
「
さ
い
た
ま
輝
き
荻
野
吟
子
賞
」
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

草
の
根
の
よ
う
に
つ
な
ぎ
合
う
こ
と
で
、
住
み
よ
い
ま
ち
と

い
う
花
が
咲
く
。
市
民
一
人
ひ
と
り
の
願
い
や
意
志
を
栄
養
に
、

草
加
の
ま
ち
に
美
し
い
花
が
咲
き
誇
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

�

（
聞
き
手
Ｎ
・
Ｙ
）

「
守
っ
て
い
ま
す　

伝
統
を
…
」

稲
荷
三
丁
目　

本
図　

孝
子
さ
ん

「
こ
の
道
一
筋
50
年
」

栄
町
三
丁
目　

森
村　

カ
ヨ
子
さ
ん

「
夫
婦
で
協
力
作
業
」

西
町　

安
井　

泰
三
さ
ん

「
き
ょ
う
も
親
娘
で
…
」

青
柳
四
丁
目　

須
藤　

松
枝
さ
ん

草加市には「男女共同参画社会づくり」に取り組んでいるNPO法人が３団体あります。
それぞれの代表者の方々に活動内容や男女共同参画に対する考えについて話を聞いてきました♪

男女共同参画分野で活動するNPO法人を紹介します！

みんなのまち 草の根ネットの会
会長 宮本 節子さん

事務局 〒340-0022 瀬崎町1328-2-A201
Tel 090-1129-5522／Fax 048-927-8465

一 人 ひ と り の 思 い を つ な げ て

会長の宮本さん

男の料理教室

　男女共同参画さわやかサロンの「はたらくすがた
写真展」に応募のあった作品（50点）の中から、それ
いゆ編集委員が選んだ４点です。
　「誇りをもって働くことのすばらしさ」、「性別にと
らわれず能力を発揮して働くことの大切さ」をもう
一度考えてみてはいかがでしょうか。

取材を終えて…

　今回、紹介したどのNPO法人も、ごく自然な形で男女共同参画社会づくりに取り組み、
一人ひとりの個性・思いを生活やまちづくりに見事に反映させています。《男女共同参画
社会》はそんな身近な実践が積み重ねられ実現するのではないでしょうか。
　市ではそんな市民の皆さんの活動を応援します！

は
た
ら
く
す
が 写真展は

た
ら
く
す
が
た

　「草加市みんなでまちづくり自治基本条例」に掲
げる「だれもが幸せなまちづくり」の実現に向け
て、平成19年10月１日にオープンした施設です。
　ボランティアや市民活動に関する相談の受付、
市民活動に関する情報の収集や提供、会議室・ロッ
カー・印刷機等の貸出、団体同士の交流や、学習
機会を提供しています。
　毎月第３水曜日と年末年始を除き、毎日利用で
きます（午前９時から午後９時30分まで）。
　会議室や備品等を利用するには、事前の登録が
必要です。

NPO活動の会議や勉強会、講座の会場等、
気軽にご利用ください♪

〒340-0023　草加市谷塚町752番地
Tel  048（920）3580　Fax  048（925）1872

NPOの活動を応援します！市民活動センター

JA
〒

コンビニ

谷塚仲町交差点

谷
塚
駅

谷塚
小学校

市民交流活動センター
（１階が市民活動センター）

国
道
４
号
線（
草
加
バ
イ
バ
ス
）

写真展
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男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指

す
た
め
の
活
動
・
交
流
・
情
報
発
信
の

拠
点
が
「
男
女
共
同
参
画
さ
わ
や
か
サ

ロ
ン
」
で
す
。
誰
で
も
気
軽
に
利
用
で

き
ま
す
。

◆
図
書
等
の
貸
出

　

約
5
0
0
冊
の
図
書
が
あ
り
、
貸
出

し
も
し
て
い
ま
す
。
月
刊
誌
、
行
政
資

料
、
広
報
紙
、
民
間
団
体
・
サ
ー
ク
ル

等
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

◆
イ
ベ
ン
ト

　
「
幸
せ
な“
食
の
ひ
と
と
き
”写
真
展
」

を
平
成
21
年
2
月
に
予
定
。

※�

な
お
、
わ
た
し
の“
ほ
ん
ね
”パ
ー
ト

２
作
品
展
、
夏
休
み
親
子
料
理
教
室
、

ビ
デ
オ
鑑
賞
会
を
行
い
ま
し
た
。

第１部
講演「一人ひとり、みんなが主役」
講師　シンクタンク研究員　矢島洋子さん

第２部

事例発表　�企業における「仕事と子育て
の両立支援」

講師	 �・埼玉県少子政策課
	 ・�ワークライフバランスを推進し

ている市内企業

sssssssssssssssssssss

sssssssssssssssssssss

「
そ
れ
い
ゆ
」第
59
号
で
募
集
し�

皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
作
品
で
す
。

❖�

手
ぶ
ら
で
は　

帰
さ
ぬ
母
や　

秋
の
暮�

	

瀬
崎
町	
五
十
嵐 

正
幸

❖
娘こ

に
頼
り　

介
護
ま
か
せ
て　

梅
薫
る�

	

松
原
一
丁
目	

大
貫 

直
枝

❖
初
給
の　

孫
よ
り
送
ら
れ
た　

車
椅
子�

	

松
江
二
丁
目	

竹
内 

き
ぬ
子

❖
湯
気
立
て
て 

明
日
へ
の
ち
か
ら 

母
の
膳�

	

栄
町
二
丁
目	

田
中 

典
子

❖
苦
も
楽
も　

思
い
出
多
し　

日
向
ぽ
こ�

	

手
代
町	

斉
藤 

照
代

　

木
曜
日
の
午
後
、
新
し
い
出
会
い
に
対
す

る
期
待
と
、
少
し
で
も
相
談
者
の
役
に
立
ち

ま
す
よ
う
に
と
い
う
思
い
が
私
の
胸
の
中
を

よ
ぎ
り
ま
す
。　
　
　
　

　

こ
こ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
た
人

が
訪
れ
ま
す
。
夫
婦
関
係
、
親
子
関
係
、
職

場
の
問
題
、
健
康
の
問
題
、
将
来
へ
の
不
安
、

ひ
き
こ
も
り
、
依
存
症
…
「
な
ん
で
も
相
談
」

だ
け
あ
っ
て
相
談
内
容
は
多
岐
に
渡
り
ま

す
。「
た
だ
、
話
を
き
い
て
も
ら
い
た
い
」
と

い
う
人
も
い
れ
ば
「
ど
う
し
て
い
い
の
か
わ

か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
一
緒
に
考

え
て
欲
し
い
」
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
人
生
は
か
け
が
え

の
な
い
も
の
で
す
。
愛
す
る
人
に
囲
ま
れ
て

安
心
し
て
生
活
し
た
い
と
思
う
の
は
当
然
の

こ
と
で
す
。
あ
な
た
が
自
分
の
夢
や
自
尊
心

を
大
切
に
思
う
よ
う
に
、
私
の
夢
や
自
尊
心

も
大
切
に
し
て
欲
し
い
と
願
う
の
も
当
然
の

こ
と
で
す
。
力
に
よ
る
支
配
で
は
な
く
、
尊

敬
や
信
頼
の
上
に
私
た
ち
の
関
係
が
あ
っ
て

欲
し
い
と
願
う
の
も
当
然
の
こ
と
。
と
こ
ろ

が
こ
う
し
た
当
然
の
願
い
が
叶
え
ら
れ
な
い

状
況
に
置
か
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
侮
辱
的
な
扱
い
、
自
分
の
意
見
や
希
望

は
無
視
さ
れ
、
相
手
の
気
ま
ぐ
れ
な
意
思
に

翻
弄
さ
れ
る
生
活
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
社

会
の
至
る
所
で
日
常
的
に
起
き
て
い
ま
す
。

人
の
尊
厳
を
軽
視
し
、
た
だ
都
合
の
い
い
よ

う
に
利
用
す
る
こ
と
が
、
ど
ん
な
に
人
の
心

を
傷
つ
け
て
い
る
の
か
。
社
会
は
こ
の
問
題

に
無
頓
着
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る

こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

　

今
日
は
ど
ん
な
人
が
こ
の
相
談
室
を
訪
れ

る
の
で
し
ょ
う
。
ド
ア
が
そ
っ
と
開
く
と
、

少
し
緊
張
し
た
面
持
ち
の
相
談
者
が
入
っ
て

き
ま
す
。

　

相
談
の
最
後
に
、
私
は
尋
ね
ま
し
た
。「
ど

ん
な
ふ
う
に
生
き
て
い
き
た
い
の
？
」
彼
女

は
「
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
き
た
い
」
と
つ

ぶ
や
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
度
、
今

度
は
明
る
い
表
情

で
は
っ
き
り
と
。

「
自
分
ら
し
く
生
き

て
い
き
た
い
ん
で

す
」
私
の
魂
が
揺

さ
ぶ
ら
れ
る
瞬
間

で
す
。 

場　　所 草加市文化会館２階　図書資料室
利用時間 平日と第１土曜日　午前９時〜午後５時

次
号
の
作
品（
川
柳
）募
集

テ
ー
マ
は
「
主
夫
・
主
婦
の
つ
ぶ
や
き
」

コ
メ
ン
ト
を
添
え
て
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
E
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

《
締　

切
》　

平
成
21
年
3
月
31
日
ま
で

《
送
り
先
》　�

〒
3
4
0
─
8
5
5
0	

草
加
市
高
砂
1
の
1
の
1	

草
加
市
役
所
人
権
共
生
課

《
電　

話
》　

0
4
8
─
9
2
2
─
0
8
2
5

《
Ｆ
Ａ
Ｘ
》　

0
4
8
─
9
2
7
─
4
9
5
5

《
E
メ
ー
ル
》　

jinken-kyosei@
city.soka.saitam

a.jp

─

身
近
な
人
へ
の

感
謝
の
気
持
ち

俳 

句

 男女共同参画
さわやかサロン 

おすすめの本

平塚らいてう自伝「元始女性は太陽であっ
た」（上・下・完・続）� 《平塚 らいてう・著》

「おひとりさまの老後」�《上野 千鶴子・著》

「ＤＶを乗り越えて ここは私たちのレス
トラン」� 《野本　律子・著》

　「女性の生き方なんでも相談」では、生き方や心、人間関係、仕事や家庭生活など、
女性がかかえる問題についてさまざまな相談を受けています。ここでは担当カウンセラ
ーの小林麻子先生の声を紹介します。

女 性 の 生 き 方 な ん で も 相 談

▪▪▪ 日　　時 ▪▪▪
毎週木曜日及び毎月第1土曜日

午後1時〜5時
（1人50分、電話可※要予約）

▪▪▪ 場　　所 ▪▪▪
草加市文化会館

▪▪▪ 相談受付 ▪▪▪
男女共同参画さわやかサロン
℡931-9325 内線50

「男女共同参画さわ
やかサロン」は図書
資料室の愛称です♪

　
「
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
」と
は
何
か
知
っ

て
い
ま
す
か
？
仕
事
と
、
子
育
て
な
ど
仕
事
以

外
の
生
活
と
の
調
和
が
と
れ
て
い
る
状
態
で
、

両
方
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
働
き
方
を
変
え
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
。
国
も
県
も
市
も
そ
の
実

現
の
た
め
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
で
も
不

景
気
に
な
り
派
遣
社
員
な
ど
非
正
規
社
員
が

増
え
て
い
る
中
、
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ら

れ
る
の
は
安
定
し
た
正
規
雇
用
者
だ
け
。
恵
ま

れ
た
人
へ
の
方
策
と
考
え
て
し
ま
う
私
は
ヘ
ソ

が
曲
が
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。�
（
Ｓ
・
Ｔ
）

　
「
風
呂
、
メ
シ
、
寝
る
」
の
三
言
が
昔
の
亭

主
だ
っ
た
。
必
要
な
こ
と
以
外
は
女
房
と
口
を

き
か
な
い
の
が
男
の
矜
持
だ
っ
た
時
代
だ
。
団

塊
の
世
代
が
続
々
と
リ
タ
イ
ア
し
、
家
庭
に
落

ち
着
く
よ
う
に
な
る
と
、
否
応
な
く
一
日
中
夫

婦
が
顔
を
つ
き
合
わ
せ
る
場
面
が
連
続
す
る
。

そ
こ
で
男
性
に
提
案
。
食
事
の
と
き
に
は
「
美

味
い
ね
」
の
一
言
の
次
に
「
秋
ナ
ス
焼
き
、
上

手
に
仕
上
が
っ
た
ね
え
」
と
続
け
た
ら
ど
う
で

し
ょ
う
。
食
卓
が
ち
ょ
っ
ぴ
り
明
る
く
な
る
か

も
…
。�

（
Ｎ
・
Ｙ
）

　

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中
、
編
集
作

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
の
職
員
の
対
応
に

も
心
が
和
み
ま
し
た
。
編
集
委
員
さ
ん
達
も

的
確
な
助
言
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
さ
ん
達
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
図
書

資
料
室
は
、
編
集
作
業
室
で
あ
る
と
と
も
に

癒
し
の
空
間
で
し
た
。
男
女
共
同
参
画
と
い

う
テ
ー
マ
。
奥
が
深
い
と
思
い
ま
す
。
誰
も
が

偏
見
、
差
別
を
な
く
し
、
と
も
に
生
き
、
暮

ら
し
て
い
く
と
い
う
こ
れ
か
ら
の
課
題
に
期
待

し
て
い
ま
す
。�

（
Ｉ
・
Ｈ
）

小 さ な

相談室

申込　草加市役所人権共生課まで

　　　�電話、FAX、Eメールのいずれかで

申し込んで下さい。

　　　Tel.	 048-922-0825

　　　Fax.	 048-927-4955

　　　jinken-kyosei@city.soka.saitama.jp

　　　※�手話・保育サービスが必要な方は、

申し出てください。

男女共同参画フォーラム開催のお知らせ

〜誰もが働きやすい環境づくり〜
ワーク・ライフ・バランス　PARTⅡ

出かけ
てみま

せんか
？

出かけ
てみま

せんか
？

日時　平成20年11月24日（月・祝）
開場　�午後０時30分　開会　午後１時（終了　午後４時を予定）
場所　草加市文化会館レセプションルーム

きらり☆一人ひとり 入場無料
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